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皮膚科学と色との関わり
五十嵐敦之

The Relationship between Dermatology and the Color

Atsuyuki IGARASHI

Abstract
The color is important in dermatology, and the difference of the color is an important point for differential diagnosis of 

the skin disease. In the textbook of dermatology, you can find lots of disease names in conjunction with color such as blue 
naves, green nail, and so on. The main component which determines the skin color is melanin. It is interesting that the color 
tone from outside is changing depending on the existence position of melanin in the skin. Melanin itself is dark brown or 
black color. Interestingly, when melanin is located in the dermis which is deeper than epidermis, the color looks like bluish. 
The reason of this phenomenon has not been clearly explained. It is no doubt that the cutaneous vein looks like blue. But the 
cutaneous vein itself is not blue but flesh color near gray in color science. Visual illusion makes the cutaneous vein blue col-
ored. It is said that when a certain area is surrounded by other color area, the color of the hue opposite to the circled color is 
guided to the original area. If the circled color is yellow, blue is led as opposite hue. I assume similar mechanism would par-
ticipate in dermal melanocytosis looking blue. Actually, I was able to confirm that gray oval looked bluish when the gray 
oval background was made flesh color.
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は じ め に

はじめに香粧品学会と私の関わりを簡単に述べさせて
いただきたい。現在勤務する NTT東日本関東病院に赴
任したのは 1994年で，それまでは大学で膠原病，特に
強皮症を研究しており香粧品学会とは全く無縁であっ
た。おそらくその存在も知らなかったように思う。先代
の部長で私の恩師である原田昭太郎先生は本学会の理事
長を長く務められたのでご存じの方も多いと思うが，病
院へ赴任早々，原田先生に香粧品学会に強制的に入会さ
せられることとなった。原田先生からは香粧品学会での
皮膚科医の役割について，「化粧品業界の発展のために
皮膚科医が専門的知識をもってお手伝いする場であり，
それがひいては消費者の幸せにつながるものだ」と言い
聞かされていた。以来 20年余りの間，学会のために何
をしてきたかと問われると返す言葉が見つからず今日に
至っているが，一昨年に川島　眞理事長から，第 41回
大会の会頭を務めるようにとの突然のご下命をいただい
た。

1.　色をテーマに選んだ理由

もともと皮膚科医である私は色に深い関心を抱き続け
てきた。皮膚科学において色は重要でその違いは疾患の
鑑別上大切な着目ポイントとなりうる。たとえば皮膚腫
瘍を見たとき黄色みを帯びていれば脂腺系のものが診断
候補として挙がってくるという次第である。皮膚科学の
教科書をひも解くと色に関連した疾患名が数多く見られ
る（Fig. 1）。白斑，黄色腫，青色母斑，紅皮症，緑色
爪，紫斑病，単純黒子などなど，枚挙にいとまがない。
皮膚の色調にはメラニンやヘモグロビン，カロチンなど
の色素のほか，角質の厚さ，透明度などにより形成され
るが，興味深いのは同じ色素でもその局在の深さにより
外から見える色調が変わってくることである。メラニン
そのものは黒褐色の色素であるが，表皮に存在すれば元
のとおり黒褐色に見えるが，より深い真皮にメラニンが
存在する場合は青色調を帯びてくる（Fig. 2）。ではな
ぜ，メラニンの位置が深くなると青みを帯びて見えるよ
うになるのか，についてはあまり明確な理由の記載が見
当たらないでいた。しかし後述するように，今回特別講
演をお願いした北岡明佳先生のホームページを拝見して
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